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滝
川

滝
川
は
、
六
甲
山
を
源
と
し
、
六
甲
川
と
共
に
有
馬
川
へ
合
流
す
る

普
通
・
二
級
河
川
で
す
。

滝
川
下
流
付
近
に
は
、
日
本
三
古
湯
で
あ
る
有
馬
温
泉
が
あ
り
ま
す
。

日
本
書
紀
に
も
記
述
さ
れ
た
由
緒
あ
る
温
泉
で
、
豊
臣
秀
吉
が
た
び
た

び
訪
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

温
泉
街
か
ら
程
近
い
普
通
河
川
と
二
級
河
川
の
境
に
「
鼓
ヶ
滝
」
は

あ
り
、
冬
に
は
雪
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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二川ダム（県管理）

◀ ねね橋

▲有馬温泉街

た
き
が
わ

ね
ね
橋
は
二
級
河
川
有
馬
川
と
、

六
甲
川
、
滝
川
の
３
河
川
の
合
流

点
付
近
に
架
か
る
橋
で
す
。
赤
い

欄
干
が
特
徴
で
、
ね
ね
像
と
共
に

有
馬
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
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全ての県管理河川における水害リスク図の完成 

～水害リスク情報の空白地帯解消に向けた取り組み～ 

福井県土木部河川課 

 

１．はじめに 

 本県では、水防法に基づき洪水予報河川および水位周知河川について、令和元年６月に想定最大規模降

雨による「洪水浸水想定区域」を指定しました。その後、新たに水位周知河川に指定した２河川についても、

令和２年６月に指定しました。 

一方、市町から「その他の県管理河川」の洪水による水害の危険性も合わせて住民に示したいという要望

を受け、令和元年度から検討を開始し、令和２年８月２８日に県独自に「水害リスク図」と称した全ての県

管理河川について想定最大規模降雨による水害時に浸水が想定される区域図を公表しました。 

図－１ 洪水浸水想定区域図・水害リスク図一覧 

 

２．水害リスク図の概要 

２．１ 水害リスク図とは 

 水害リスク図は、洪水浸水想定区域図の作成手法を簡略化して作成したものです。その他の県管理河川の

河川数が多く、洪水浸水想定区域図と同様の手法で作成する場合、多額の費用が必要となることや解析に多

くの時間を要することから、他県の事例も参考に簡略化した手法を用いることにより解析等の計算負荷を軽

減し、費用の軽減および計算時間の短縮を図りました。 

 

２．２ 水害リスク図の手法 

 簡略化した主な点としては、破堤点を河道の状況から限定することや、ポンプ場などの排水施設の効果を

考慮しない、流出計算で求めた流量から現況流下能力分をカットした流量を氾濫流量として直接氾濫地点に

与えるなど、計算手間を省略しました。水害リスク図対象河川は、各河川の氾濫特性を考慮して解析手法を

流下型、拡散型、貯留型の３パターンに分類しました。 

・流下型：主に谷地形。河道は地形の一部として評価。 

     破堤点を設定せずに、代表断面における河道の流下能力を超える流量を上流端に与えて、氾濫計

算を実施。 

 

～特集～ 

「防ぐ→逃げる」そなえる防災 




